
七

専
攻
学
科
目　

作
物
学

生　

年　

月　

昭
和
一
七
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
〇
年　

三
月 

京
都
大
学
農
学
部
農
学
科
卒
業

同　

四
〇
年　

四
月 
農
林
省
農
業
技
術
研
究
所
物
理
統
計
部
研
究
員

同　

五
六
年
一
一
月 
農
学
博
士

同　

五
八
年
一
二
月 

農
林
水
産
省
農
業
環
境
技
術
研
究
所
環
境
資
源
部
主
任
研
究
官

同　

五
九
年　

四
月 

農
林
水
産
省
北
陸
農
業
試
験
場
環
境
部
研
究
室
長

同　

六
〇
年　

四
月 

京
都
大
学
農
学
部
教
授

平
成　

九
年　

四
月 

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

同　

一
八
年　

三
月 

京
都
大
学
名
誉
教
授

同　

一
八
年　

四
月 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
理
事
長
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

同　

二
六
年　

五
月 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
特
別
顧
問
（
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

堀ほ
り　

江え　
　
　

武た
け
し　
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農
学
博
士
堀
江　

武
氏
の
「
ア
ジ
ア
稲
作
に
及

ぼ
す
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

農
学
的
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
上
昇
に
伴
う
地
球
温
暖
化
は
、
ア
ジ
ア
の

主
要
食
料
で
あ
る
コ
メ
の
生
産
に
対
す
る
影
響
を
介
し
て
二
一
世
紀
の
ア
ジ
ア

社
会
に
大
き
な
困
難
を
招
く
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
解
明
し

て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
農
学
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
堀
江　

武
氏

は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
代
表
的
水
稲
品
種
を
環
境
の
大
き
く
異
な
る
ア
ジ

ア
各
地
で
統
一
し
た
方
法
で
栽
培
し
て
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
工
学
で
発
達
し

た
シ
ス
テ
ム
解
析
的
手
法
を
導
入
し
て
環
境
と
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
関
係
を

モ
デ
ル
化
し
、
環
境
が
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
農
学

的
手
法
を
開
発
し
、
ア
ジ
ア
の
多
様
な
環
境
条
件
下
で
水
稲
品
種
が
示
す
生

育
・
収
量
を
高
い
精
度
で
予
測
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
次
い
で
、
大
気C

O
2

濃
度
と
気
温
の
水
稲
に
対
す
る
複
合
影
響
に
関
す
る
自
身
の
研
究
成
果
を
こ
の

モ
デ
ル
に
組
み
込
み
、
予
測
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
が
ア
ジ
ア
各
地
の
灌
漑
水
稲

の
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
明
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
基
に
、
温

暖
化
気
候
に
適
応
し
、
近
未
来
の
食
料
需
要
に
対
応
し
う
る
水
稲
品
種
開
発
の

目
標
形
質
と
そ
の
遺
伝
資
源
を
探
索
し
た
。
以
下
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
業

績
を
概
説
す
る
。

（
１
）
水
稲
の
生
育
・
収
量
を
予
測
す
る
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
開
発

　

堀
江
氏
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
と
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
を
実

施
し
、
水
稲
の
生
育
関
連
諸
要
素
の
経
時
的
変
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し

た
。
こ
れ
に
既
往
の
文
献
か
ら
収
集
し
た
遺
伝
子
型
と
環
境
の
相
互
作
用
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
併
せ
、
各
地
の
主
要
品
種
の
バ
イ
オ
マ
ス
重
や
収
量
な
ど
に
関

す
る
﹇
遺
伝
子
型
﹈
×
﹇
環
境
﹈
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
の
主
要
稲
作
地
帯
か
ら
収
集
し
た
過
去
の
長
年
に
わ
た
る
日
別
気
象
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
。
こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
、
多
様
な

﹇
遺
伝
子
型
﹈
×
﹇
環
境
﹈
の
組
合
せ
に
つ
い
て
、
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
形

成
プ
ロ
セ
ス
を
連
立
微
分
方
程
式
で
記
述
し
、
シ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
法
の
関
数
最

適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
モ
デ
ル
の
構
造
と
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
を
決
定

し
、
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
動
的
予
測
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
対
象
地
域
の
環
境
条
件
と
品
種
特
性
を
示
す
パ
ラ

メ
ー
タ
値
お
よ
び
移
植
時
の
生
育
初
期
値
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
要
水

稲
品
種
の
潜
在
的
生
育
・
収
量
を
予
測
す
る
モ
デ
ル
「SIM

R
IW

」
と
、
こ
れ

に
窒
素
の
吸
収
・
同
化
と
生
理
機
能
に
関
わ
る
過
程
を
組
み
込
ん
だ
生
育
・
収

量
予
測
モ
デ
ル
「G

EM
R

IC
E

」
を
開
発
し
、
こ
れ
ら
か
ら
予
測
さ
れ
る
数
値
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が
上
記
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
生
育
・
収
量
の
実
測
値
に

よ
く
合
致
す
る
こ
と
を
示
し
た
。 

（
２
）
地
球
温
暖
化
が
ア
ジ
ア
の
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
潜
在
的
影
響
の
予
測

　
「SIM

R
IW

」
に
よ
る
大
気
温
暖
化
の
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測
に

は
、
そ
の
生
育
・
収
量
に
対
す
るC

O
2

濃
度
と
温
度
の
複
合
的
影
響
を
知
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
任
意
のC

O
2

濃
度
下
で
多
段
階
の
温
度
条
件
を
作
出
で

き
る
温
度
傾
斜
型
温
室
を
開
発
し
て
多
様
な
品
種
の
栽
培
試
験
を
行
い
、
① 

現
行
気
温
条
件
下
で
の
大
気C

O
2

濃
度
の
倍
増
は
水
稲
の
収
量
を
最
大
で
約
三

〇
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
② C

O
2

に
よ
る
増
収
効
果
に
は
大
き
な
品
種
間
差
異

が
見
ら
れ
、
イ
ン
ド
型
品
種
の
中
に
日
本
型
品
種
を
顕
著
に
上
回
る
も
の
が
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
、
③ C

O
2

の
増
収
効
果
は
温
度
の
上
昇
と
と
も
に
減
少
し
、

あ
る
温
度
を
超
え
る
と
減
収
に
な
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
三

つ
の
大
気
大
循
環
モ
デ
ル
、G
FD

L

、G
ISS

お
よ
びU

K
M

O
が
予
測
す
る
大

気C
O

2

濃
度
倍
増
時
の
気
候
値
を
「SIM

R
IW

」
に
入
力
し
、
ア
ジ
ア
各
地
に

お
け
る
温
暖
化
に
よ
る
水
稲
収
量
の
変
化
を
予
測
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
用
い

た
大
気
大
循
環
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
総
じ
て
温
暖
化
が
中
国
東
北
部

な
ど
の
ア
ジ
ア
北
部
地
域
と
赤
道
近
く
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
熱
帯
地
域
で
水
稲
収
量
を
増
加
さ
せ
、
逆
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
内
陸
部
お

よ
び
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
諸
国
で
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
、
地
球
温
暖
化

が
ア
ジ
ア
の
米
穀
生
産
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

（
３
）
水
稲
の
温
暖
化
気
候
適
応
性
の
支
配
形
質
と
そ
の
遺
伝
資
源
の
同
定

　

堀
江
氏
は
温
暖
化
気
候
と
近
未
来
の
食
料
需
要
増
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
遺

伝
的
形
質
を
異
に
す
る
多
様
な
水
稲
品
種
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
解
析
と
実
験
研

究
を
進
め
る
中
で
、
水
稲
の
高
温
不
稔
に
対
す
る
耐
性
の
強
化
と
、
高C

O
2

濃

度
下
で
高
い
生
産
性
を
発
揮
す
る
品
種
の
開
発
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し

た
。
ま
ず
、
高
温
不
稔
耐
性
に
関
し
て
は
、
水
稲
穎
果
の
高
温
不
稔
発
生
の
機

構
解
明
か
ら
、
高
温
不
稔
耐
性
の
強
い
品
種
は
葯
の
裂
開
腔
が
大
き
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
こ
の
形
質
を
品
種
開
発
の
指
標
と
し
て
提
示
し
た
。
次
に
、
高

C
O

2

濃
度
の
大
気
下
で
高
い
生
産
性
を
示
す
品
種
は
、
気
孔C

O
2

拡
散
コ
ン
ダ

ク
タ
ン
ス
（
注
：C

O
2

が
気
孔
を
通
る
時
の
通
り
や
す
さ
）
と
単
位
窒
素
当
た

り
の
穎
花
分
化
能
が
高
く
、
二
次
枝
梗
の
着
生
穎
花
数
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
現
：
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
）
保
有
の
イ
ネ
遺
伝
資
源
コ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
気
孔C

O
2

コ
ン
ダ
ク

タ
ン
ス
の
高
い
遺
伝
子
型
と
し
て
は
中
国
在
来
の
イ
ン
ド
型
品
種
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
在
来
の
日
本
型
品
種
を
、
穎
花
分
化
能
の
高
い
遺
伝
子
型
と
し
て
は
イ

ン
ド
型
ア
ウ
ス
品
種
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
が
今
後
の
品
種
開
発
の
重
要
遺
伝
資

源
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
堀
江
氏
は
ア
ジ
ア
稲
作
に
対
す
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
予
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測
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
農
学
的
研
究
に
先
駆
的
業
績
を
挙
げ
、
そ
の
成
果
は
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
報
告
書
な
ど
を
通
じ
て
温
暖
化
防
止
の
国

際
世
論
の
形
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
内
外
の
多
く
の
研
究
機
関
に
お
い
て

地
球
温
暖
化
と
食
料
問
題
の
解
決
の
た
め
の
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
堀
江
氏
は
ア
フ
リ
カ
稲
セ
ン
タ
ー
の
理
事
と
国
際
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
気

候
変
動
と
農
業
及
び
食
料
安
全
保
障
」
の
科
学
委
員
を
歴
任
し
、
稲
作
に
関
わ

る
国
際
組
織
の
活
動
に
も
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
業
績
に
よ
り
、
日
本
農

業
気
象
学
会
賞
、
日
本
農
学
賞
お
よ
び
日
本
農
業
研
究
所
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
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な
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．
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